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�

議
長

　植
中

　都

7
月
の
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に
有
効
活
用
の
た
め
、
議

員
の
政
務
活
動
費
の
一
部
と
、
常
任
委

員
会
等
の
先
進
事
例
調
査
の
行
政
視
察
分
、

合
計
２
３
６
万
３
千
円
を
削
減
し
ま
し
た
。

「
政
務
活
動
費
」は
、
議
員
が
市
民
の
意
志

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
り
、
住
民
福
祉
の
向

上
を
は
か
る
、
調
査
研
究
等
の
活
動
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
、
会
派
ま
た
は
議
員
個
人

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

研
修
、
広
報
紙
の
作
成
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
備

品
購
入
等
々
に
使
わ
れ
、
月
１
６
０
０
０
円

（
４
月
は
２
４
０
０
０
円
）、
年
額
で
20
万
円

で
す
。
毎
年
４
月
に
は
、
前
年
度
の
使
用
分

を
報
告
し
、
使
い
道
の
適
否
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
の
ち（
残
額
が
あ
れ
ば
返
還
）議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
一
堂
に
会
し
て
の
研
修
会
が

ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
っ
た
こ
と
、
先
進
地
研
修
で
は
、
移
動
や
、

視
察
先
の
自
治
体
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら

の
削
減
で
す
。

９
月
議
会
で
は
、
新
し
く
公
共
施
設
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
が
決
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、
多
額
の
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を
伴

う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
議
会
も
専
門
性
を
高
め
て
、
冷

静
に
評
価
す
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
新
特
別
委
員
会

を
含
め
、
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
議
会
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
て
、
十
一
月
六
日
に
退
任
さ
れ
ま
す
谷
畑
市
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
旧
甲
西
町
の
時
代
か
ら
17
年
半
に
わ
た
っ
て
、
ま

ち
の
発
展
と
、
住
民
の
福
祉
充
実
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

“チームde
� 議会”

※◎全会一致で可決　　○賛成多数で可決
　　●賛成少数で否決

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第71号
令和２年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第1号）
【歳入歳出】それぞれ783万円を追加
【補正後の額】９億6911万９千円

◎
欠席
１

分類 議　案　名　等 結果
条
　
　
例

（
議
員
提
出
）

議発議案第１号
湖南市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

◎
欠席
１

補
正
予
算

議案第70号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第６号）
【歳入歳出】それぞれ２億8920万円を追加
【補正後の額】272億4376万７千円

◎
欠席
１

７月議会臨時会議決結果

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第75号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第７号）
【歳入歳出】それぞれ３億2505万９千円を追加
【補正後の額】275億6882万６千円

◎

議案第76号
令和２年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）
【歳入歳出】それぞれ7287万４千円を追加
【補正後の額】49億6842万７千円

◎

議案第77号
令和２年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予
算（第２号）
【歳入歳出】それぞれ1914万８千円を追加
【補正後の額】５億3354万５千円

◎

議案第78号
令和２年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）
【歳入歳出】それぞれ1952万６千円を追加
【補正後の額】９億8864万５千円

◎

議案第79号
令和２年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ5126万５千円を追加
【補正後の額】34億1698万４千円

◎

議案第104号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第８号）
【歳入歳出】それぞれ8333万６千円を追加
【補正後の額】276億5216万２千円

◎

分類 議　案　名　等 結果
条
　
　
例

（
議
員
提
出
）

議発議案第２号
公共施設調査特別委員会の設置について ◎

条
　
　
例

議案第72号
湖南市石部駅コミュニティハウス条例を廃止する条例
の制定について
湖南市石部駅コミュニティハウスについて、湖南市石部駅
南北線自由通路の整備に伴い、令和２年12月31日をもって
施設の機能を廃止するため、条例を廃止するもの。

◎

議案第73号
湖南市地域総合センター条例の一部を改正する条例の
制定について
湖南市松籟会館について、名称を改めるため、所要の改正
を行うもの。

◎

議案第74号
湖南市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
ごみステーションからの廃棄物の持去り行為を禁止するた
め、所要の改正をするもの。

◎

議案第103号
湖南市新型コロナウイルス感染症対策基金条例の制定
について
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止、新型コロナ
ウイルス感染症拡大により影響を受けた地域産業および市
民生活の支援等に資することを目的に、新型コロナウイルス
感染症対策基金を設置するため、条例を制定するもの。

◎

９月議会定例会議決結果
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分類 議　案　名　等 結果

そ
　
の
　
他

議案第90号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて
人権擁護委員の任期が令和２年12月31日に満了すること
に伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、委
員の推薦について議会に意見を求めるもの。

◎

議案第91号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて
人権擁護委員の任期が令和２年12月31日に満了すること
に伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、委
員の推薦について議会に意見を求めるもの。

◎

議案第92号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて
人権擁護委員の任期が令和２年12月31日に満了すること
に伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、委
員の推薦について議会に意見を求めるもの。

◎

議案第93号
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
教育委員会委員の任期が令和２年11月17日に満了するこ
とに伴い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第
４条第２項の規定に基づき、委員の選任について議会の同
意を求めるもの。

◎

議案第94号
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
教育委員会委員の任期が令和２年11月17日に満了するこ
とに伴い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第
４条第２項の規定に基づき、委員の選任について議会の同
意を求めるもの。

◎

議案第95号
公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
公平委員会委員の任期が令和２年１１月１７日に満了する
ことに伴い、地方公務員法第９条の２第２項の規定に基づ
き、委員の選任について議会の同意を求めるもの。

◎

議案第96号
公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
公平委員会委員の任期が令和２年１１月１７日に満了する
ことに伴い、地方公務員法第９条の２第２項の規定に基づ
き、委員の選任について議会の同意を求めるもの。

◎

議案第97号
公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
公平委員会委員の任期が令和２年１１月１７日に満了する
ことに伴い、地方公務員法第９条の２第２項の規定に基づ
き、委員の選任について議会の同意を求めるもの。

◎

議案第98号
旧慣使用権の廃止について
石部緑台一丁目2424番２の土地について、民間開発計画
に伴い売り払うため、地方自治法第238条の６の規定により
旧慣使用権を廃止するにあたり、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第99号
字の区域および名称の変更について
住居表示実施に伴い、柑子袋の一部を、柑子袋東一丁目
から三丁目に変更する。

◎

議案第100号
市道路線の認定について
認定路線　２路線

◎

議案第101号
市道路線の廃止について
廃止路線　７路線

◎

議案第105号
財産の取得について
財産を取得することについて、地方自治法第96条第１項第
８号および湖南市の議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の
議決を求めるもの。
【取得物件】ＧＩＧＡスクールｉＰａｄパッケージ
【取得価格】２億4997万9840円（税込み）
【契約の相手方】　株式会社大塚商会　滋賀営業所

◎

請願 請願第２号
『東庁舎周辺整備計画』の白紙撤回を求める請願 ●

意
見
書

意見書第１号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

◎

意見書第２号
新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査拡充を求める意見書 ◎

分類 議　案　名　等 結果

決
　
　
算

議案第80号
令和元年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について
【歳入総額】201億4452万4533円
【歳出総額】195億8859万6097円
【歳入歳出差引】５億5592万8436円を翌年度へ繰越

〇

議案第81号
令和元年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について
【歳入総額】50億5214万3281円
【歳出総額】49億4072万4877円
【歳入歳出差引】１億1141万8404円を翌年度へ繰越

〇

議案第82号
令和元年度湖南市国民健康保険診療所特別会計歳入
歳出決算の認定について
【歳入総額】５億1025万6491円
【歳出総額】４億9194万9581円
【歳入歳出差引】1830万6910円を翌年度へ繰越

◎

議案第83号
令和元年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について
【歳入総額】９億4317万9702円
【歳出総額】９億3193万1100円
【歳入歳出差引】1124万8602円を翌年度へ繰越

〇

議案第84号
令和元年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について
【歳入総額】34億1464万1654円
【歳出総額】33億8695万4506円
【歳入歳出差引】2768万7148円を翌年度へ繰越

〇

議案第85号
令和元年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計
決算の認定について
【収益的収入総額】5211万115円
【収益的支出総額】5638万7224円
【純利益】△427万7109円
（前年度未処分利益剰余金2019万7277円より補填）

◎

議案第86号
令和元年度湖南市水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について
【収益的収入総額】14億1082万4680円（税抜）
【資本的収入総額】２億7286万60円（税込）
【収益的支出総額】13億3330万6920円（税抜）
【資本的支出総額】５億2911万5095円（税込）
【純利益】7751万7760円
【収支不足額】２億5625万5035円
（消費税資本的収支調整額と過年度損益勘定留保資金
で補塡）

◎

議案第87号
令和元年度湖南市下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について
【収益的収入総額】17億1535万9736円（税抜）
【資本的収入総額】９億9438万9201円（税込）
【収益的支出総額】16億2833万9268円（税抜）
【資本的支出総額】16億8910万4561円（税込）
【純利益】8702万468円
【収支不足額】６億9471万5360円
（消費税資本的収支調整額と過年度及び当年度損益勘
定留保資金、建設改良積立金で補塡）

◎

議案第102号
令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決
算の認定について
滋賀県市町村交通災害共済組合が令和２年３月31日限
り解散したことに伴い、地方自治法第292条において準用
する地方自治法施行令第５条第３項の規定により、令和元
年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算につい
て、議会の認定を求めるもの。

◎

そ
　
の
　
他

議案第88号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて
人権擁護委員の任期が令和２年12月31日に満了すること
に伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、委
員の推薦について議会に意見を求めるもの。

◎

議案第89号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて
人権擁護委員の任期が令和２年12月31日に満了すること
に伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、委
員の推薦について議会に意見を求めるもの。

◎

※◎全会一致で採択・可決・認定・原案可決及び認定、適任、同意
　　○賛成多数で認定　　●賛成少数で不採択
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議案番号 件　　　　名

令和会 自民 
誠心会 みらいの風 無所属の会 

市民の力
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

上
野
　
顕
介

森

　

　

淳

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

菅
沼
　
利
紀

加
藤
　
貞
一
郎

小
林
　
義
典

奥
村
　
幹
郎

望

月

　

卓

堀
田
　
繁
樹

松
原
　
栄
樹

赤
祖
父
　
裕
美

立
入
　
善
治

松
井
　
圭
子

桑
原
田
　
美
知
子

細
川
　
ゆ
か
り

請願第２号 『東庁舎周辺整備計画』の白紙撤回を求める請願 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案第80号
令和元年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

議案第81号
令和元年度湖南市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

議案第83号
令和元年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

議案第84号
令和元年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

令和２年９月議会定例会　提出案件（賛否）
　○：賛成　●：反対

③
市
民
プ
ー
ル
再
建
の
検

討
④
環
境
豊
か
な
公
園
の

整
備

⑤
老
朽
化
し
た
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
建
替

え・改
修

⑥
避
難
所
と
な
り
得
る
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
、
体
育
館
の
空
調

整
備

反
対
討
論

こ
の
事
業
は
、
近
年
の

大
規
模
な
自
然
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
の
防
災
拠
点
施
設

と
し
て
の
整
備
ま
た
行
政

窓
口
の
利
便
性
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
で
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
の
最

重
要
課
題
は
財
政
的
課
題

で
あ
り
、
将
来
の
財
政
負

担
の
動
向
に
つ
い
て
も
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
総
合

行
政
の
推
進
に
及
ぼ
す
影

響
な
ど
に
つ
い
て
も
可
能

な
限
り
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

請
願
第
２
号

『
東
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
』

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る

請
願

【
請
願
趣
旨
】

私
た
ち
の
身
近
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
お
ざ
な
り
に

し
て
、
耐
用
年
数
を
約
20

年
も
残
し
な
が
ら
76
億
円

余
り
の
庁
舎
建
替
え
の
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事

に
憤
り
す
ら
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
と
私
た
ち
の
子
ど

も
へ
大
き
な
負
担
を
残
す

こ
と
に
成
り
か
ね
ず
、
そ

れ
よ
り
も
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
市
民
目
線
の
行
政

運
営
を
す
る
べ
き
と
考
え
、

東
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
の

白
紙
撤
回
を
求
め
ま
す
。

【
請
願
事
項
】

１
．
現
庁
舎
の
耐
用
年
数

が
残
る
間
に
計
画
を
見

直
し
、
以
下
の
こ
と
を

優
先
し
て
市
政
運
営
を

進
め
る
こ
と
。

①
中
学
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
無
償
化

②
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

園
や
学
童
の
環
境
整
備

そ
う
し
た
中
、
庁
舎
建

設
に
必
要
な
財
源
は
主
に

国
の
財
政
的
支
援
を
最
大

限
活
用
す
る
も
の
で
あ
り

福
祉
や
教
育
予
算
な
ど
を

圧
縮
し
た
り
、
将
来
に
わ

た
り
引
き
続
き
必
要
と
さ

れ
る
扶
助
的
予
算
を
切
り

捨
て
た
り
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
市
民
の
安
心
安

全
な
生
活
環
境
へ
の
整
備

や
生
活
支
援
対
策
な
ど
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
最

優
先
さ
れ
る
べ
き
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
は
、
近
い
将

来
、
健
全
な
財
政
環
境
が

整
え
れ
ば「
時
」の
財
政
状

況
の
下
で
必
要
あ
れ
ば
事

業
の
見
直
し
も
視
野
に
入

れ
、
議
会
の
意
思
決
定（
賛

成
多
数
）が
実
現
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。賛

成
少
数
で
不
採
択

※議長は裁決に加わりません。
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意
見
書
第
２
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
、
き
わ
め

て
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
で

も
感
染
が
急
激
に
拡
大
し

て
お
り
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
動
さ
れ
た
状
況
と
酷

似
し
て
い
ま
す
。
い
ま
大

切
な
こ
と
は
、
感
染
震
源

地
と
な
っ
て
い
る
エ
ピ
セ

ン
タ
ー（
感
染
者
・
と
く
に

無
症
状
の
感
染
者
が
集
ま

り
、
感
染
が
持
続
的
に
集

積
す
る
地
域
）を
明
確
に

し
、
そ
こ
に
検
査
能
力
を

集
中
的
に
投
入
し
て
、
網

羅
的
か
つ
大
規
模
な
検
査

を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
専
門
家
が「
全
国

で
い
く
つ
か
の
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
感
染
が
広
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い

る
」と
指
摘
さ
れ
、
感
染

を
抑
止
す
る
こ
と
が
緊
急

意
見
書
第
1
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
的
に
蔓ま

ん

延え
ん

し
、
わ
が
国
は
、
戦
後
最

大
の
経
済
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
地
域
経
済
に
も

大
き
な
影
響
が
及
び
、
本

年
度
は
も
と
よ
り
来
年
度

も
、
地
方
税
・
地
方
交
付

税
な
ど
一
般
財
源
の
激
減

が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い

る
。
地
方
自
治
体
で
は
、

医
療
介
護
、
子
育
て
、
地

域
の
防
災
・
減
災
、
雇
用

の
確
保
な
ど
喫き

っ

緊き
ん

の
対
応

や
、
長
期
化
す
る
感
染
症

対
策
に
も
迫
ら
れ
、
地
方

財
政
は
巨
額
の
財
政
不
足

を
生
じ
、
厳
し
い
状
況
に

陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
対

策
及
び
地
方
税
制
改
正
に

向
け
、
次
の
事
項
を
確
実

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
ま
め
な
手
洗
い
、
マ
ス

ク
着
用
、
三
密
を
避
け
る

な
ど
、
お
互
い
が
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
感
染
の

疑
わ
し
い
人
は
速
や
か
に

検
査
を
す
べ
き
で
す
。

日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

世
界
で
１
５
７
位
、
こ
の

異
常
な
遅
れ
を
直
ち
に
解

消
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
か
ら
命
と
健

康
を
守
る
た
め
の
抜
本
的

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

し
感
染
防
止
対
策
の
推
進

を
求
め
た
意
見
書
で
す
。

何
よ
り
も
国
民
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
感
染
防
止
対
策
を

推
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
た
も
の
で
す
。

意
見
書
内
容

１
．
感
染
震
源
地
と
な
っ

て
い
る
エ
ピ
セ
ン
タ
ー

を
明
確
に
し
、
そ
の
地

に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

意
見
書
内
容

１
．
地
方
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
累

積
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
発
行
額
の
縮
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
償

還
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
。

２
．
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
財
源

保
障
と
財
源
調
整
機
能

が
適
切
に
発
揮
で
き
る

よ
う
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

３
．
令
和
２
年
度
の
地
方

税
収
の
大
幅
減
収
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

思
い
切
っ
た
減
収
補
填

措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
減
収
補
填
債
の
対

象
と
な
る
税
目
に
つ
い

て
も
、
地
方
消
費
税
を

含
め
弾
力
的
に
対
応
す

域
の
住
民
、
事
業
所
の

在
勤
者
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
。

２
．
陽
性
者
を
隔
離
・
保

護
・
治
療
す
る
体
制
を

緊
急
に
作
り
上
げ
る

こ
と
。

３
．
上
記
施
策
を
実
施
す

る
た
め
十
分
な
財
源
を

確
保
し
、
自
治
体
や
医

療
機
関
に
対
し
財
政
的

支
援
を
行
う
こ
と
。

全
員
賛
成
で
可
決

る
こ
と
。

４
．
税
源
の
偏
在
性
が
小

さ
く
、
税
収
が
安
定
的

な
地
方
税
体
系
の
構
築

に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
税
・
地
方
税
の
政
策

税
制
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
な
合
理
化
を
図
り
、

新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当

た
っ
て
は
、
有
効
性
・

緊
急
性
を
厳
格
に
判
断

す
る
こ
と
。

５
．
特
に
、
固
定
資
産
税

は
、
市
町
村
の
極
め
て

重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

制
度
の
根
幹
に
影
響
す

る
見
直
し
は
、
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
問

わ
ず
、
断
じ
て
行
わ
な

い
こ
と
。
先
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
講
じ
た

特
例
措
置
は
、
臨
時
の

措
置
で
あ
り
、
期
限
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す

る
こ
と
。全

員
賛
成
で
可
決
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　今まで開催してきました「議会報告会」の反省を踏まえ、今年度は常任委員会が主体となって関係団体を決定し、 「広聴」に主眼を置き開催しました。３つの常任委員会とも、活発に意見が交わされ、参加者からは「このような懇
談会をもっとしてほしい」といった声をいただきました。閉会中の調査で取り入れた委員会もあり、今後の委員会 活動に生かしていきたいと思います。いただいたご意見は精査して、市に提出します。議会改革推進特別委員会では、
市民の声が政策提案につながるよう、委員会が主体になって仕組み作りを研究していきます。ご参加の皆様、あり がとうございました。

総務常任委員会 懇談会対象団体　Next Commons Lab湖南（ローカルベンチャー育成事業）
懇談会実施日時　令和２年８月４日　10時00分～11時40分

●懇談会での意見（まとめ）
◦体育施設が老朽化しているが、改修が進んでいない。
　今年度は、野洲川運動公園防球ネット工事、雨山テニスコートクラック補修工事、雨山体育館非常用放送設備改
修工事を行い、来年度に向けて総合体育館非常用照明及び自家発電設備改修工事と水戸体育館耐震補強工事の設計
委託を行う予定。
　来年度以降は、国民スポーツ大会の会場となる総合体育館のトイレのバリアフリー化と天井の修繕工事、空調整
備の設計、水戸体育館の耐震補強工事の予算要求をしていく予定。
◦総合体育館は暑くて使えない。屋外トイレも行事のある時しか使用できない。
　10月頃、冷風機４台の設置を予定しています。（9月補正で通りました）空調整備の導入も検討します。
　屋外トイレは、現在、防犯上の理由でイベント開催時以外は施錠していますが、親水公園の利用時間帯のみ利用
可能とすることも考えています。
◦雨山グラウンドは、雨の日はぬかるむので、改善を
　山砂をまく等の対応を行っているが、根本的に解消するには大掛かりな工事（暗渠工事）が必要となり、他の施
設の修繕工事との兼ね合いを考えながら検討したい。
◦ニュースポーツは小さな公園でも気軽にできるので、道具や備品を揃える予算を。
　生涯学習課には、貸出し用の備品があり、ニュースポーツの用具も貸出しております。身近な公園で、多くの方
にご利用いただくために、生涯学習課としても予算要求し、充実させていきたい。
◦ソフトテニス場の一部が県有地で返してほしいとのことだが詳細を。
　野洲川の河川改修工事に伴い、現状の堤防を嵩上げし、野洲川運動公園の一部に堤防が通ることになり、テニス
場の一部を今年度中に返還することになりました。改修工事後は、再び占用許可がおりる予定ですが、ソフトテニ
ス場は再び使用することは難しくなります。市内には、他にソフトテニス場はないですが、運動公園内の他のテニ
スコート、雨山運動公園等のテニスコートをご利用頂きたい。

福祉教育常任委員会

集落営農組織の代表

Next Commons Lab 湖南

産業経済常任委員会 懇談会対象団体　集落営農組織の代表
懇談会実施日時　令和２年８月６日　10時00分～11時30分

を 開 催 し ま し た

　懇談会で出た意見や疑問点については、後日、市担当課に聞き取りを行う常任
委員会を開催しました。
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　今まで開催してきました「議会報告会」の反省を踏まえ、今年度は常任委員会が主体となって関係団体を決定し、 「広聴」に主眼を置き開催しました。３つの常任委員会とも、活発に意見が交わされ、参加者からは「このような懇
談会をもっとしてほしい」といった声をいただきました。閉会中の調査で取り入れた委員会もあり、今後の委員会 活動に生かしていきたいと思います。いただいたご意見は精査して、市に提出します。議会改革推進特別委員会では、
市民の声が政策提案につながるよう、委員会が主体になって仕組み作りを研究していきます。ご参加の皆様、あり がとうございました。

総務常任委員会
●懇談会での意見（まとめ）
・若者が長く住めるまちづくりを目指すためにも情報交換を密にしていく必要がある。
・石部は、商店が多くあったため、空き家が多く、これを利用してNCLの活動がしやすい環境にある。
・農地を借りて、野菜作りに励んでいるが、規模には問題があり、今後の課題である。
・地元の野菜や果樹生産業者の方々と組んで事業を展開していきたい。

・�新型コロナウイルス感染症の影響で、多くの外国人労働者が解雇、雇い止めにあっている。派遣会社がキャッサ
バの栽培をしており、数人の外国人労働者を雇用されているとのこと。空き農地を利用して、キャッサバの栽培
を拡大し、外国人労働者の雇用を生み出す仕組みができればと考える。
・NCLのメンバーが卒業後も定住しやすい環境を整えていくべきである。

今後委員会で取り組むべき課題

●懇談会での意見（まとめ）
・どの団体も後継者不足、収益悪化問題に悩んでいる。
・米需要の衰退、販売価格の低下、収量を上げても利益が出ない、農地を守るためだけに赤字覚悟で農業を続けている。
・�果樹・野菜等への転作の努力はしているが、土壌問題・獣害問題・人手不足等でなかなか採算ベースに乗せられ
ない。
・�このままでは、「農地の森林化（耕作放棄）もやむなし」「５年後～10年後にはやり手が無くなる」などの心配や
覚悟で農業を続けている。
・このような意見聴取はありがたいが、成果等をフィードバックしていただきたい。
今後委員会で取り組むべき課題
　皆様の努力が報われる、利益の出る、生産の喜びを味わうことのできる農業への抜本改革が急務であると思われる。

産業経済常任委員会

福祉教育常任委員会 懇談会対象団体　スポーツ協会
懇談会実施日時　令和２年８月27日　19時00分～20時15分

今後委員会で取り組むべき課題

・現場を見て、現場の声を聞いて現状を知っていく。
・このような懇談を続けて、テーマを絞って議論をしていきたい。
・地区対抗の参加者が減少。自治体や地域の方が、スポーツ行事等の参加を促すような橋渡しをしていきたい。

湖南市スポーツ協会

市 民 と 議 会 の 懇 談 会 
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令和元年度一般会計・特別会計・企業会計決算
８会計の決算をすべて認定

一般会計と４つの特別会計および３つの企業会計の各決算について、予算が計画的かつ効果的に執行され
たか慎重に審議を行いました。審議にあたっては執行部との間で、多岐にわたって詳細な質疑応答が交わさ
れました。活発な審議の結果、その内容を適正なものと認め、いずれの会計決算も認定しました。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額 結果

一般会計 201億4452万4533円 195億8859万6097円 5億5592万8436円 〇

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 50億5214万3281円 49億4072万4877円 1億1141万8404円 〇

国民健康保険診療所特別会計 5億1025万6491円 4億9194万9581円 1830万6910円 ◎

後期高齢者医療特別会計 9億4317万9702円 9億3193万1100円 1124万8602円 〇

介護保険特別会計 34億1464万1654円 33億8695万4506円 2768万7148円 〇

企
業
会
計

訪問看護
ステーション
事業特別会計

収益的収支 5211万115円 5638万7224円 ▲427万7109円

◎

資本的収支 0円 0円 0円

水道事業会計

収益的収支 15億1683万7409円 14億1090万963円 1億593万6446円

◎

資本的収支 2億7286万60円 5億2911万5095円 ▲2億5625万5035円

下水道事業会計

収益的収支 17億8967万6336円 16億7750万8741円 1億1216万7595円

◎

資本的収支 9億9438万9201円 16億8910万4561円 ▲6億9471万5360円

合　　　計 346億9061万8782円 347億317万2745円 ▲1255万3963円

※◎全会一致で認定・可決及び認定　　○賛成多数で認定
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令和元年度一般会計歳入歳出決算の構成
（歳入）

項　目 決算額 構成比
（％）

市税 87億882万3532円 43.2�

地方譲与税・各種交付金 14億6115万6978円 7.3�

地方交付税 25億3388万1000円 12.6�

分担金および負担金 4億4082万293円 2.2�

使用料および手数料 2億4999万2682円 1.2�

国庫支出金 25億9618万706円 12.9�

県支出金 12億8321万6963円 6.4�

財産収入 4051万8267円 0.2�

寄附金 1億1535万2549円 0.6�

繰入金 5億8974万877円 2.9�

繰越金 3億1031万6795円 1.5�

諸収入 2億6952万2891円 1.3�

市債 15億4500万1000円 7.7�

合計 201億4452万4533円 100.0�

（歳出）

項　目 決算額 構成比
（％）

議会費 1億8365万5455円 0.9�

総務費 23億2316万8665円 11.9�

民生費 72億8548万8605円 37.2�

衛生費 15億5459万9444円 7.9�

労働費 5869万9178円 0.3�

農林水産業費 2億2850万6287円 1.2�

商工費 1億9043万8737円 1.0�

土木費 16億9203万436円 8.6�

消防費 7億8914万9999円 4.0�

教育費 21億6753万601円 11.1�

公債費 25億4096万9400円 13.0�

諸支出金 5億7435万9290円 2.9�

合計 195億8859万6097円 100.0�

●令和元年度一般会計歳入歳出決算
歳入総額� �������� 201億4452万4533円
歳出総額� �������� 195億8859万6097円
歳入歳出差引き残高� ����� 5億5592万8436円

市税
43.2%

地方交付税
12.6%

国庫支出金
12.9%

県支出金
6.4%

財産収入
0.2%

寄附金
0.6%

繰入金
2.9% 繰越金

1.5%

諸収入
1.3%

市債
7.7%

分担金および
負担金
2.2%

使用料および
手数料
1.2%

地方譲与税・各種交付金
7.3%

市税
43.2%

地方交付税
12.6%

国庫支出金
12.9%

県支出金
6.4%

財産収入
0.2%

寄附金
0.6%

繰入金
2.9% 繰越金

1.5%

諸収入
1.3%

市債
7.7%

分担金および
負担金
2.2%

使用料および
手数料
1.2%

地方譲与税・各種交付金
7.3%

令和元年度一般会計歳入決算グラフ

総務費
11.9%

民生費
37.2%

衛生費
7.9%

土木費
8.6%

消防費
4.0%

教育費
11.1%

公債費
13.0%

諸支出金
2.9%

議会費
0.9%

労働費
0.3%農林水産業費

1.2%

商工費
1.0%

総務費
11.9%

民生費
37.2%

衛生費
7.9%

土木費
8.6%

消防費
4.0%

教育費
11.1%

公債費
13.0%

諸支出金
2.9%

議会費
0.9%

労働費
0.3%農林水産業費

1.2%

商工費
1.0%

令和元年度一般会計歳出決算グラフ
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９月議会定例会
付託案件 ８件

決算
常任委員会

議
案
第
80
号

全
体
に
つ
い
て
主
な
質
疑

問
　
令
和
元
年
度
に
お
い

て
平
年
と
比
べ
て
構
成
比

率
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　
性
質
別
の
決
算
額
と

し
て
普
通
建
設
事
業
費
が

大
き
く
差
が
出
て
い
ま
す
。

問
　
市
有
地
の
財
産
収
入

が
前
年
度
対
比
で
落
ち
て

い
る
が
な
ぜ
か
。

答
　
売
却
し
た
土
地
の
面

積
や
評
価
が
前
年
と
比
べ

て
低
く
、
そ
こ
か
ら
大
き

な
差
が
出
て
い
ま
す
。

問
　
自
主
財
源
の
6.9
％
の

減
と
財
政
分
析
指
標
の
中

で
経
常
収
支
比
率
が
１
％

上
が
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
。

答
　
自
主
財
源
の
比
率
に

つ
い
て
は
、
市
税
等
に
つ

い
て
景
気
の
回
復
で
伸
び

が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

財
産
の
取
扱
い
や
処
分
に

よ
っ
て
諸
収
入
は
減
っ
て

い
る
。
経
常
収
支
比
率
に

関
し
て
は
、
人
件
費
が
増

え
た
の
が
主
な
要
因
で
あ

る
。
な
お
、
今
後
、
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

定
員
適
正
化
な
ど
の
管
理

調
整
を
行
い
数
値
は
抑
え

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
っ
て
見
通
し
の
つ

き
に
く
い
経
済
状
況
の
中

で
、
財
政
の
運
営
は
な
か

な
か
難
し
い
が
、
社
会
情

勢
を
確
認
し
て
財
政
運
営

に
影
響
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
、
標
準
財
政
規
模

の
10
％
は
確
保
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
指
定
管
理
制
度
に
つ

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

少
し
落
と
し
て
で
も
指
定

管
理
料
を
引
き
下
げ
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
指
定
管
理
期
間
が
あ

り
各
所
管
課
に
て
経
費
の

削
減
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
、
効
率
化
を
図
り
そ

の
た
び
に
見
直
し
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

問
　
庁
舎
維
持
管
理
費
の

中
の
役
務
費
、
手
数
料
の

金
額
が
大
き
い
が
減
額
の

た
め
の
努
力
に
つ
い
て
は
。

答
　
東
庁
舎
だ
け
で
な
く

西
庁
舎
や
出
先
機
関
な
ど

を
含
め
て
い
る
た
め
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

古
紙
回
収
に
出
せ
る
も
の

は
出
す
な
ど
可
燃
ご
み
減

少
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

部
局
審
査
の
主
な
質
疑

教
育
部

問
　
移
動
図
書
館
の
ニ
ー

ズ
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

車
の
維
持
管
理
を
行
う
上

で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
を
利
用
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
移
動
図
書
館
車
の
改

造
に
は
多
額
の
費
用
が
掛

か
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
市
費

が
出
せ
る
か
、
ま
た
浄
財

の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興
戦
略
局

問
　
地
方
創
生
推
進
農
福

連
携
事
業
で
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
付
加
価
値
の

高
い
野
菜
を
創
出
す
る
と

あ
る
が
、
そ
の
実
績
に
つ

い
て
は
。

答
　
龍
谷
大
学
と
連
携
し

て「
エ
ン
サ
イ
」と
い
う
野

菜
を
決
め
た
が
、
日
持
ち

し
な
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
野

菜
と
い
う
事
で
広
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

問
　
魅
力
発
信
拠
点
施
設

Ｈ
Ａ
Ｔ
の
指
定
管
理
料
は

８
７
２
万
円
だ
が
、
実
績

と
今
後
に
つ
い
て
は
。

答
　
経
営
状
況
は
２
年
を

経
過
し
て
い
る
が
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
期
間
を
２
年
延
長
し

て
、
ど
れ
だ
け
収
益
が
あ

げ
ら
れ
る
か
、
仕
入
れ
も

「
こ
こ
ぴ
あ
」と
の
連
携
に

よ
っ
て
で
き
る
だ
け
安
く

で
き
る
か
な
ど
を
考
え
、

み
ら
い
公
園
一
帯
で
集
客

を
増
や
す
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

健
康
福
祉
部

問
　
生
活
保
護
の
扶
助
費

の
う
ち
医
療
扶
助
が
毎
年

突
出
し
て
い
る
が
、
医
療

扶
助
が
広
が
ら
な
い
た
め

の
検
査
体
制
は
ど
の
よ
う

に
と
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
処
方
が
強
化
さ
れ
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
医
療
費
を
多
く
使
っ

て
い
る
方
の
現
状
を
確
認

し
、
医
療
費
削
減
の
た
め

の
対
応
は
、
今
後
も
考
え

て
い
き
ま
す
。

総
合
政
策
部

問
　
地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
事
業
の
イ
モ
発
電

に
つ
い
て
、
当
初
と
は
違

う
取
り
組
み
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
地
方
創
生
の
推
進
交

付
金
を
活
用
し
、
農
福
連

携
事
業
と
い
う
位
置
付
け

を
し
て
イ
モ
発
電
だ
け
で

な
く
、
六
次
産
業
化
の
可

能
性
を
探
り
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

反
対
討
論

経
常
収
支
比
率
は
高
い

水
準
と
な
っ
て
い
る
が
、

職
員
定
数
を
下
げ
て
ま
で

人
件
費
を
抑
え
る
べ
き
で

な
い
。
10
月
か
ら
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
や
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
な
ど
の

国
策
に
よ
り
、
自
治
体
に

財
政
的
負
担
や
人
材
や
事

務
量
の
負
担
も
増
加
し
た
。

無
償
化
に
よ
っ
て
、
需
要

が
高
ま
り
保
育
士
不
足
と

な
り
、
待
機
児
童
も
生
み

出
し
保
育
の
質
も
低
下
さ

せ
た
。
保
育
園
、
こ
ど
も

園
の
改
修
と
併
せ
て
小
中

学
校
や
そ
の
他
の
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が

必
要
で
あ
る
。
事
業
の
大

き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
事

業
進
捗
状
況
の
情
報
発
信

が
不
十
分
と
感
じ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
指
摘
し
改
善
を

求
め
ま
す
。

賛
成
討
論

単
年
度
収
支
は
、
２
億

２
千
万
１
６
４
１
円
の
黒

字
会
計
と
な
っ
た
。
市
税

の
徴
収
率
も
前
年
度
よ
り
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０
・
06
％
上
が
っ
て
お
り

粘
り
強
い
職
員
の
頑
張
り

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
81
号

問
　
特
定
健
診
が
無
料
化

に
な
っ
て
も
受
診
率
が

46
・
８
％
と
上
が
ら
な
い

が
、
今
後
の
目
標
値
と
周

知
に
つ
い
て
は
。

答
　
国
や
県
の
目
標
値
で

あ
る
60
％
を
目
指
し
て
い

る
。
啓
発
活
動
に
つ
い
て

は
、
個
別
受
診
の
勧
奨
や
、

３
年
か
ら
５
年
連
続
未
受

診
者
へ
は
訪
問
勧
奨
を
行

い
、
40
歳
に
到
達
し
た
方

に
は
、
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

反
対
討
論

湖
南
市
に
お
い
て
は
、

特
定
健
診
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
面
で
努
力
さ
れ
て
い
る

が
、
県
域
で
統
一
化
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
付

金
が
高
く
な
る
こ
と
は
、

結
局
、
市
民
負
担
に
な
る

た
め
反
対
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

広
域
化
と
な
り
、
今
年

度
差
引
額
１
億
１
１
４
１

万
８
４
０
４
円
と
か
ろ
う

じ
て
安
定
的
な
運
営
が
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
特
定

健
診
を
行
い
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
繋
が
る
よ
う

努
め
、
医
療
機
関
と
も
連

携
を
し
て
、
き
め
細
か
な

指
導
を
願
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
82
号

問
　
内
科
で
は
水
戸
診
療

所
と
石
部
診
療
所
の
医
師

が
連
携
を
と
っ
て
休
日
深

夜
訪
問
診
療
、
ま
た
在
宅

看
取
り
の
推
進
を
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

の
24
時
間
緊
急
対
応
の
後

ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
が
現

状
に
つ
い
て
は
。

答
　
現
在
３
名
の
医
師
で

互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い

な
が
ら
休
日
の
往
診
や
在

宅
看
取
り
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
83
号

問
　
後
期
高
齢
者
特
定
健

康
診
査
に
お
い
て
、
被
保

険
者
５
８
３
１
人
に
対
し

受
け
ら
れ
た
方
が
９
６
２

人
で
し
た
。
全
員
が
対
象

者
で
は
な
い
が
、
対
象
と

な
る
方
に
受
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

努
力
し
ま
し
た
か
。

答
　
滋
賀
県
後
期
高
齢
者

広
域
連
合
と
協
力
し
て
、

毎
年
受
診
勧
奨
の
啓
発
資

料
を
送
っ
て
い
ま
す
。

反
対
討
論

医
療
費
の
伸
び
や
高
齢

化
率
に
伴
っ
て
保
険
料
が

必
ず
上
が
っ
て
い
く
と
い

う
制
度
自
体
に
反
対
で
、

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引

き
で
き
な
い
普
通
徴
収
の

方
が
滞
納
に
至
っ
て
い
る

現
状
か
ら
支
払
い
負
担
の

軽
減
を
県
に
申
し
入
れ
て

下
さ
い
。賛

成
多
数
で
認
定

議
案
第
84
号

問
　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
業
務
委
託
料
の

内
、
１
５
８
２
万
６
０
３

２
円
は
、
支
え
あ
い
推
進

会
議
の
事
業
実
績
の
あ
る

４
か
所
に
支
払
わ
れ
た
の

で
す
か
。

答
　
８
つ
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
す
べ
て
に
出
し

た
委
託
金
で
す
。

問
　
地
域
支
え
あ
い
推
進

員
は
現
状
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
長
が
兼
務
し
て
い

る
が
今
後
ど
の
よ
う
な
形

に
し
て
い
く
予
定
で
す
か
。

答
　
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
で

は
な
く
専
任
で
別
に
一
人

置
い
て
い
た
だ
き
、
旗
振

り
役
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
85
号

問
　
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問

看
護
も
増
え
て
い
く
中
で
、

不
用
額
４
７
３
万
円
が
出

た
理
由
に
つ
い
て
は
。

答
　
昨
年
度
臨
時
職
員
と

し
て
来
ら
れ
た
看
護
師
が

途
中
で
辞
め
ら
れ
後
任
が

無
か
っ
た
の
で
不
用
額
が

出
ま
し
た
。全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
86
号

水
道
事
業
報
告

収
益
的
収
支
で
、
収
入

の
部
に
お
い
て
、
収
入
総

額
と
し
て
は
対
前
年
度
１

６
５
５
万
８
９
１
３
円
減

で
１
４
億
１
０
８
２
万
４

６
８
０
円
と
な
っ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
支
出
の
部
に
お
い
て
、

支
出
総
額
と
し
て
対
前
年

度
６
２
５
９
万
８
０
３
１

円
減
で
、
13
億
３
３
３
０

万
６
９
２
０
円
と
な
り
、

７
７
５
１
万
７
７
６
０
円

の
純
利
益
と
な
っ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
５
％
自
己
水
の
今
後

の
見
通
し
は
。

答
　
二
か
所
の
取
水
口
の

う
ち
妙
感
寺
地
区
で
増
や

せ
な
い
の
で
、
石
部
東
河

原
に
１
本
井
戸
を
掘
り

５
％
を
維
持
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
収
納
率
が
0.4
％
上
が

っ
た
要
因
は
。

答
　
月
２
回
の
給
水
停
止

を
行
い
強
化
を
図
り
ま

し
た
。全

員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定

議
案
第
87
号

下
水
道
事
業
報
告

収
益
的
収
支
で
、
収
入

の
主
な
も
の
は
、
下
水
道

使
用
料
が
８
億
９
１
６
０

万
２
７
０
４
円
雨
水
処
理

負
担
金
が
、
１
２
３
７
万

７
０
０
０
円
、
他
会
計
負

担
金
が
４
億
７
０
５
７
万

円
長
期
前
受
金
戻
入
が
３

億
３
９
０
０
万
５
２
６
５

円
と
な
り
、
下
水
道
事
業

収
益
が
17
億
１
５
３
５
万

９
７
３
６
円
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
下
水
道
事

業
費
用
が
、
16
億
２
８
３

３
万
９
２
６
８
円
と
な
り
、

単
年
度
収
支
と
し
て
８
７

０
２
万
４
６
８
円
の
純
利

益
と
な
っ
た
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

問
　
下
水
道
対
策
と
し
て
、

未
接
続
件
数
に
つ
い
て
は
。

答
　
合
計
で
１
０
４
８
件

で
、
接
続
見
込
み
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
順
次

行
っ
て
行
き
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定
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７
月
議
会
臨
時
会

議
案
第
70
号

問
　「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」に「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」が

使
え
る
の
で
す
か
。

答
　
景
気
対
策
と
学
校
の

コ
ロ
ナ
対
策
の
目
的
で
活

用
で
き
ま
す
。

問
　
県
の
共
同
入
札
を
活

用
す
る
な
ら
地
方
の
景
気

対
策
で
は
な
い
の
で
は
。

答
　
そ
の
と
お
り
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
71
号

問
　
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

予
防
に
か
か
る
新
規
事
業

に
つ
い
て
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
で
通
所
で

き
な
い
方
に
自
宅
で
で
き

議
案
第
73
号

問
　
名
称
変
更
は
、
市
の

指
導
か
、
住
民
の
声
か
。

答
　
結
果
と
し
て
名
称
を

提
案
を
す
る
の
は
市
で
す

が
、
地
域
の
方
か
ら
も
会

館
改
築
を
機
会
に
名
称
変

更
の
検
討
を
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
98
号

問
　
旧
慣
使
用
権
を
有
す

る
土
地
が
他
に
も
あ
る
か
。

答
　
市
名
義
、
村
中
名
義

等
が
あ
り
、
す
べ
て
を
把

握
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
、
今
後
、
適
正
に
管

理
し
て
い
き
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
99
号

問
　
市
民
へ
の
説
明
は
。

答
　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

る
活
動
を
促
し
た
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

９
月
議
会
定
例
会

議
案
第
75
号

問
　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
出
た
不
用
額
は
。

答
　
現
在
把
握
し
て
い
る

だ
け
で
約
３
千
万
円
弱
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
新
た

な
市
の
取
り
組
み
に
係
る

費
用
の
総
額
は
。

答
　
消
耗
品
の
予
算
も
含

め
て
８
千
万
円
に
な
り

ま
す
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ボ

イ
ラ
ー
修
繕
に
つ
い
て
、

度
々
の
故
障
が
目
立
つ
が

根
本
的
な
分
析
は
。

答
　
今
回
は
部
品
の
交
換

時
期
が
過
ぎ
て
い
た
事
が

原
因
で
、
施
設
の
管
理
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
怠
っ
て
い

ま
し
た
。

問
　
職
員
７
人
の
医
師
面

談
に
つ
い
て
産
業
医
任
せ

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

答
　
長
時
間
時
間
外
勤
務

職
員
に
対
し
て
、
今
ま
で

充
分
で
な
か
っ
た
の
で
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

し
て
使
用
し
て
い
た
土
地

を
県
に
返
還
す
る
た
め
原

状
復
帰
す
る
予
算
に
つ
い

て
は
。

答
　
当
初
は
親
水
公
園
の

第
２
駐
車
場
、
ま
た
は
国

体
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て

使
う
予
定
だ
っ
た
が
県
か

ら
断
ら
れ
、
改
め
て
関
係

団
体
等
に
確
認
す
る
と
不

要
で
あ
る
と
い
う
回
答

だ
っ
た
の
で
返
還
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
国
か
ら
下
り
る
石
部

駅
周
辺
地
域
整
備
関
連
の

交
付
金
の
内
示
額
が
減
額

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
国
へ
の
要
望
額
が
２

億
百
万
円
に
対
し
て
内
示

額
が
２
千
十
万
円
し
か
な

く
、
沢
山
の
要
望
事
項
の

中
で
優
先
順
位
が
高
く
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
76
号

問
　
国
保
財
政
に
今
年
度

は
大
き
な
変
化
が
出
て
い

ま
す
か
。

答
　
今
の
と
こ
ろ
大
き
な

変
化
は
感
じ
て
ま
せ
ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
77
号
・
第
78
号

第
77
号・第
78
号
と
も

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
79
号

問
　
居
宅
介
護
福
祉
用
具

購
入
費
が
見
込
み
よ
り
予

算
額
が
上
回
る
特
別
な
理

由
に
つ
い
て
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
通
所

を
控
え
て
い
る
方
た
ち
に

よ
る
、
特
に
入
浴
関
連
の

備
品
購
入
の
増
加
が
あ
り

ま
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
104
号全

員
賛
成
で
可
決

予算
常任委員会
７月議会臨時会
付託案件 ２件
９月議会定例会
付託案件 ６件

９月議会定例会
付託案件 ６件
請願 １件

総務
常任委員会

を
見
な
が
ら
、
説
明
会
の

開
催
日
、
開
催
方
法
を
検

討
し
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
102
号

問
　
市
拠
出
分
の
返
金
は
。

答
　
昨
年
度
末
に
１
０
０

２
万
８
５
０
０
円
の
返
金

が
あ
り
、
主
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
修
繕
等
の
交
通
対

策
事
業
に
使
用
予
定
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
103
号

問
　
基
金
の
用
途
は
。

答
　
原
資
が
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
で
あ
る
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
複
数
年
に
わ

た
る
事
業
者
向
け
利
子
補

給
事
業
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
105
号

問
　
ど
う
い
う
契
約
形

態
か
。

答
　
今
後
、
落
札
業
者
と

本
市
の
必
要
な
台
数
分
に

つ
い
て
、
直
接
契
約
を
行

い
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決
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請
願
第
２
号

「
東
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
」

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
請

願
の
審
査
結
果

反
対
討
論

25
回
の
庁
舎
整
備
特
別

委
員
会
で
議
論
を
交
わ
し

た
。
構
成
員
を
議
員
全
員

と
し
、
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
議
会
は
決

定
を
し
て
き
た
。
平
成
27

年
２
月
の
東
庁
舎
耐
震
診

断
の
結
果
、
防
災
拠
点
と

し
て
は
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
地
震
に
よ
り
崩

壊
の
危
険
が
あ
る
と
診
断
。

ま
た
、
２
庁
分
庁
方
式
の

た
め
、
学
校
と
福
祉
の
連

携
が
し
づ
ら
い
状
況
で
あ

る
。
請
願
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
予
算
は
、

国
の
補
助
等
も
使
い
考
え

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
庁

舎
整
備
の
予
算
と
は
別
で

あ
る
。
今
は
ま
ず
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る

が
、
白
紙
撤
回
に
は
反
対

で
あ
る
。

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
。

答
　
処
遇
が
一
定
改
善
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方

公
務
員
と
し
て
の
身
分
保

障
が
適
用
さ
れ
、
安
定
し

て
働
け
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
と
い
え
ま
す
し
、
安
定

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、
守
秘
義
務
や

職
務
に
専
念
す
る
義
務
、

法
律
や
上
司
の
職
務
上
の

命
令
に
従
う
義
務
、
政
治

的
行
為
の
制
限
な
ど
の
服

務
規
定
が
か
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

手
話
通
訳
や
外
国
語
通
訳

等
の
専
門
的
職
種
の
雇
用

確
保
が
厳
し
い
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
た
め
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
著
し
く
低
下

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
制
度
導
入
に
よ
り
、

人
件
費（
義
務
的
経
費
）が

全
体
的
に
上
が
る
の
か
下

が
る
の
か
。

答
　
従
来
通
り
運
営
し
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
74
号

問
　
モ
ラ
ル
に
訴
え
る
だ

け
で
、
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
　
所
有
権
を
明
白
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
規
制
を

か
け
、
啓
発
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
　
罰
則
の
有
無
に
つ

い
て
。

答
　
規
則
で
命
令
書
を
発

行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
先
ず
は
抑
止
力
と

し
て
の
効
果
を
見
定
め
て

い
き
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
100
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
101
号全

員
賛
成
で
可
決

閉
会
中
の
審
査
に
つ
い
て

の
報
告

議
事
案
件

○
所
管
事
務
調
査

市
内
の
農
業
に
つ
い
て

市
民
と
議
会
の
懇
談
会

に
向
け
た
事
前
調
査
を
実

施
。
市
内
の
農
業
情
勢
と

し
て
中
心
的
な
担
い
手
と

な
る
認
定
農
業
者
や
集
落

営
農
法
人
の
農
地
利
用
集

積
状
況
、
作
付
面
積
、
生

産
品
目
、
収
量
等
、
ま
た
、

国
が
進
め
て
い
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
や
農
地

中
間
管
理
機
構
を
活
用
し

た
農
地
利
用
集
積
の
促
進

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
安
定
的
な
農
業
経

営
を
持
続
す
る
に
は
、
と

の
質
疑
に
対
し
、
農
業
経

営
の
法
人
化
や
利
用
集
積

に
よ
る
大
規
模
化
で
生
産

コ
ス
ト
を
縮
減
し
経
営
改

善
を
進
め
る
が
、
販
売
価

格
下
落
に
よ
る
利
益
の
減

少
が
課
題
で
あ
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
の
施
策
は
と
の
質

疑
に
対
し
て
、
耕
作
放
棄

地
を
無
く
し
、
農
地
を
有

効
利
用
し
、
後
継
者
の
確

保
や
大
規
模
農
家
の
育
成

を
図
る
。
農
産
物
の
付
加

価
値
向
上
、
六
次
産
業
化
、

特
産
品
開
発
を
推
進
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論

こ
の
請
願
趣
旨
は
、
子

育
て
事
業
の
優
先
と
現
庁

舎
の
耐
用
年
数
が
20
年
あ

る
間
に
計
画
を
見
直
す
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
議
会

で
認
め
て
き
た
の
は
設
計

予
算
で
あ
り
、
市
民
の
声

を
拾
う
の
が
当
た
り
前
で

あ
る
。
請
願
に
賛
同
し
署

名
を
さ
れ
た
現
時
点
で

１
９
８
５
人
の
声
を
議
会

と
し
て
取
り
上
げ
な
い
の

は
非
常
に
不
自
然
な
民
主

主
義
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
反

対
同
数
と
な
り
、
委
員
長

裁
決
に
よ
り
、
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

閉
会
中
の
審
査
に
つ
い
て

の
報
告

議
事
案
件

○
所
管
事
務
調
査

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
つ
い
て

主
な
質
疑

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

９月議会定例会
付託案件 ４件

産業経済
常任委員会

答
　
今
年
度
５
、６
月
分

の
支
出
額
と
昨
年
度
同
時

期
の
比
較
を
す
る
と
昨
年

度
は
、
人
数
が
３
４
８
人

で
８
千
万
円
を
超
え
て
い

た
が
今
年
度
は
、
２
５
９

人
で
５
千
２
百
万
円
で
す
。

ま
た
、
同
じ
人
数
で
、
月

額
14
万
円
の
昨
年
度
の
支

出
に
対
し
て
、
今
年
度

15
万
８
千
円
と
い
う
こ
と

で
、
１
万
８
千
円
程
度
上

が
っ
て
い
る
課
も
あ
り
、

時
期
、
部
署
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

議
案
第
72
号

問
　
廃
止
に
な
る
令
和
２

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
は
、

今
ま
で
通
り
運
営
す
る

の
か
。
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総務常任委員会福祉教育常任委員会

市有地管理委託事業
38万6千円事業費

判定結果など

　定期的な草刈りや雑木の伐
採、整地等は、美観、防犯、害
獣害虫防止など周辺住民の良好
な生活環境の維持を考えると当
然実施が必要です。また、コス
トを考えると今まで同様に現行
委託が望ましいです。
　ただし、本来は財政課が所管
している市有財産の維持管理だ
けでなく、市全体の市有財産の
維持管理を把握する機関が必要
であると考えます。
　市の財産の必要・不必要の判
断をして、地図に表し、チェッ
クしていく必要があります。
　市有地売却情報の周知を図る
べきであり、住宅地の真ん中で
売れない土地については、駐車
場等、有効活用を検討すべき�
です。

●市実施／現行通り

地域公共交通対策事業
19万9千円事業費

判定結果など

　水戸学区まちづくり協議会の
ささえあい活動の一環として定
着しており、活動自体は住民
ニーズに基づくものであり、高
齢者の移動手段として重要な役
割を担っています。今後、継続
するために自治体ができる限り
の補助をお願いしたいです。
　また、他地域でも要望があれ
ば、市全体として地域公共交通
に対する施策を考えていく必要
があります。

●市実施／現行通り

学童保育所運営事業
1億6,773万円事業費

判定結果など

　学童保育所の運営主体がバラ
バラで、保育料の差も大きく、
指導員の処遇に関しても差があ
ります。
　保護者が運営に関わり、負担
となっていることは、早急に改
善し、経理事務など一括して、
市が責任を持つような手立て、
効率化を進め、浮いた経費を人
件費に充てるなど指導員の確保
や賃金の改善に努めていただき
たいです。
　保護者から実情などの相談を
指導員とは別に聞き取れる方法
も必要です。
　安心安全な施設環境の構築と
早急に石部第２学童保育所の安
全な場所への移動を願います。

●市実施／内容・規模見直し

議
案
第
11
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

は
じ
め
と
す
る
感
染
症
に
罹り

患か
ん

し
た

者
等
を
救
助
、
搬
送
又
は
移
送
し
た

場
合
及
び
車
両
、
資
機
材
等
の
物
件

の
消
毒
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
支

給
す
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

令
和
元
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

令
和
２
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

前
年
度
繰
越
金
額
の
確
定
、
職
員

移
動
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
等
に
よ

る
補
正
措
置（
4
6
6
2
万
9
千
円

の
減
額
）、
粗
大
ご
み
処
理
設
備
及

び
焼
却
灰
処
理
設
備
管
理
業
務
委
託

に
か
か
る
債
務
負
担
行
為
の
追
加
の

説
明
を
受
け
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
、「
F
a
c
e
b
o
o
k
広
報

活
動
の
効
果
に
つ
い
て
」「
救
急
出

動・搬
送
に
つ
い
て
」の
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

大島　正秀 令和２年第４回甲賀広域行政組合議会定例会

石部学童保育所
（石部保健センター内）

移動支援車両
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事務事業評価
福祉教育常任委員会産業経済常任委員会

図書館等整備事業
1,969万円事業費

判定結果など

　移動図書館は、高齢化社会が進む
中、また子どもたちにとっても、本を
直接触れ合う機会として重要であり、
ステーションを増やされたことは、大
変評価できます。その後の図書館利用
につながると考えられます。移動図書
館の車の更新時期がくるので、今後、
電気自動車にしていくことや購入費用
の積み立て、クラウドファンディング
などの検討が必要です。また、図書館
や移動図書館にも行きたくても、移動
手段や開館時間の関係で来館出来ない
方にとって、郵送サービスは有効とな
りますが、受益者負担の問題等の課題
があります。全市民が本に親しむ、触
れ合う機会やツールを駆使して、図書
館を魅力あるものに、もっと有効活用
していただける場、ほっとする場にな
るようにしていただきたい。電子書籍
の購入費が本事業の対象でない事は、
関係機関への問題提起をしていくべき
です。図書館運営についてビジョンを
一から見直す必要があります。入札要
綱を緩和し市内業者が参入しやすい環
境にすることや思想誘導とならない選
書、また、利用ニーズを調査し、雑誌、
週刊誌などの図書購入は見直すことを
願います。甲西、石部図書館の購入費
用の差の改善と明確な差別化を図って
いただきたいです。

●市実施／現行通り、拡大

道路維持補修事業
7,603万6千円事業費

判定結果など

　市民生活に直結している道路維持補修及び舗装修繕工事に
関しては、設置以来の経年劣化が発生する事案が増えて来て
いると推察され、計画的・予防的に取り組むことが理想です
が、発生する不具合に対しては対処療法にならざるを得ず予
防・保全の二面的な対応が必要です。
　予算では、道路・側溝及び舗装修繕工事関係で 5,000 万円、
交通安全対策費と防犯灯設置で 1,000 万円となっています
が、毎年要望に対する実施率は８割となっており、マイナス
分の約２割は「個人が対応すべきもの」との説明でした。
　しかし、区や市民からの要望を審査する際に、予算が絶対
的な上限となって市民の要望が実施されず、それがマイナス
20％を構成する一因となることは避けなければなりません。
そして、基本は各区長さんによる要望が中心となっています
が、各区に加入されている世帯が減少しており、全ての市民
の声が反映されているとは思えません。市民の声に真

しん

摯
し

に耳
を傾けて、区長要望だけでなく取り組むことが大事だと考え
ます。
　交通安全対策は、予算に対しての実績数は、職員の努力・
工夫もあり、上がっていますが、成果を図る指標は、利用者
の感覚と事故数の減少であり、その面からみると予算付けが、
まだまだ不足していると思われ「通学路対策」「交差点での
見通し対策」等に焦点を当てて、予算付け・事業計画をされ
ることを望みます。不足した時は補正で対応するなど、すべ
ての要望をこなすことが望まれます。本事業は市民生活の基
本であり決しておろそかにされることなく拡大して進めてい
くことを強く要望します。
　また、毎年、道路管理瑕

か

疵
し

による事故が発生していること
も踏まえ、補正予算も視野に入れながら道路維持補修事業の
適切な実施が求められます。予算の増額をして事業の拡大を
進めるべきと考えます。

●市実施／現行通り、拡大

10
月
２
日
、「
令
和
２
年
第
２
回

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
定
例
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
５
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
６
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

令
和
元
年
度
公
立
甲
賀
病
院
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て歳

入
総
額

48
億
７
０
２
１
万
９
８
４
１
円

歳
出
総
額

48
億
６
９
０
３
万
０
４
６
９
円

差
引
残
額

１
１
８
万
９
３
７
２
円

�

翌
年
度
へ
繰
越

３
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
、「
地
方
独
立
行
政
法
人

の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て
」、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ

の
対
応
に
つ
い
て
」、「
無
料
定
額
診

療
事
業
に
つ
い
て
」「
公
立
甲
賀
病
院

に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
つ
い

て
」、「
甲
賀
病
院
内
で
の
感
染
予
防

対
策
と
医
療
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」

の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

藤川みゆき 令和２年第４回公立甲賀病院組合議会定例会
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第25回審議内容

庁舎整備
特別委員会

「
庁
舎
整
備
特
別
委
員

会
」は
、
平
成
28
年
３
月

議
会
で
の「
湖
南
市
東
庁

舎
周
辺
整
備
計
画
」（
基

本
構
想
）の
提
示
を
受
け
、

平
成
28
年
６
月
議
会
で
の�

設
置
以
来
、
本
年
６
月
ま

で
、
24
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
審
査
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平

成
28
年
７
月
に「
基
本
構

想
」「
基
本
計
画
」（
骨
子

案
）や
、
平
成
29
年
７
月

に
は
、
概
算
事
業
費
、
事

業
債
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
平
成
30
年
９
月

の
第
12
回
特
別
委
員
会
で

は
、
庁
舎
配
置
を
南
北
軸

か
ら
東
西
軸
へ
の
変
更
や
、

平
成
30
年
12
月
の
第
15
回

の
委
員
会
で
は
、
耐
震
構

造
に
つ
い
て
は
、
安
全
面

公
共
施
設
の
計
画
的
な
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
将
来
を

見
据
え
た
適
正
な
保
有
や
配
置
ま
た
廃
止
等
に
つ
い
て
調

査
、
研
究
な
ら
び
に
審
査
を
行
う
た
め
、
公
共
施
設
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
市
が
現
在
進
め
て
い
る

公
共
施
設「
個
別
施
設
計
画
」が
策
定
さ
れ
る
ま
で
、
閉
会

中
に
お
い
て
も
継
続
調
査
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
市
が
進
め
て
き
た
複
合
庁
舎
整
備
計
画
に
関
す

る
議
会
へ
の
意
見
に
対
応
す
る
窓
口
機
関
と
し
ま
す
。

委
員
長

　
森
　
淳
　
　
議
員

副
委
員
長

　
松
原
　
栄
樹
議
員

委
員

　
望
月
　
卓
　
議
員

　
松
井
　
圭
子
議
員

　
菅
沼
　
利
紀
議
員

　
大
島
　
正
秀
議
員

　
細
川
ゆ
か
り
議
員

を
重
視
す
る
議
論
か
ら
、

よ
り
安
全
な
免
震
構
造
で

の
取
組
を
確
認
す
る
な
ど

し
て
、
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

去
る
６
月
の
第
24
回
庁

舎
整
備
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、「
庁
舎
整
備
特
別

委
員
会
は
、
終
結
に
向
け

進
む
時
期
で
は
」と
の
意

見
が
あ
り
、
以
下
の
３
つ

の
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

ま
と
め
ま
し
た
。

１
．
終
結
に
向
け
て
の
趣

意
書
と
な
る「
庁
舎
整

備
特
別
委
員
会
趣
旨
及

び
経
過
」

２
．
庁
舎
整
備
に
関
す
る

事
項
で
本
会
議
場
で
議

決
し
た「
庁
舎
整
備
特

別
委
員
会
議
決
事
項
」

３
．
今
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
庁
舎
整
備
特
別
委
員

会
の「
庁
舎
整
備
特
別

委
員
会
経
過
」

こ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
８
月
７
日
、
庁
舎
整

備
特
別
委
員
会
の
委
員
全

員
に
送
信
し
て
、
事
前
に

審
議
・
確
認
を
依
頼
し
ま

し
た
。

一
方
、
令
和
元
年
９
月

完
了
見
込
み
で
あ
っ
た

「
実
施
設
計
」は
、
３
月
定

例
会
で
の
一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
附
帯
決
議
や
、

市
民
や
議
会
か
ら
の
意
見

の
反
映
、
丁
寧
な
説
明
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
令
和
２
年
３
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
建
設
整
備
に

関
す
る
諸
官
庁
へ
の
申
請

や
、
予
算（
案
）の
提
出
が

出
来
る
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
様
な
経
過
を
踏
ま

え
て
、
８
月
25
日
に
開
催

さ
れ
た
第
25
回
庁
舎
整
備

特
別
委
員
会
は
、
こ
れ
ら

の
状
況
を
鑑
み
、
当
委
員

会
は
、
庁
舎
建
設
に
対
し

て
の
課
題
は
ま
だ
あ
り
ま

す
が
、
一
定
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と

か
ら
、
庁
舎
整
備
特
別
委

員
会
審
議
終
了
を
出
席
委

員
全
員
の
賛
同
を
得
ま
し

た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
員
が
不
特
定
多

数
の
市
民
に
年
賀
状
を
出

す
こ
と
や
、
歳
暮
・
年
賀

な
ど
の
物
を
送
る
寄
附
、

地
域
へ
の
催
し
物
へ
寸
志

な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
し
、

寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

す
る
、
ま
た
は
要
求
す
る

こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

年賀

お
歳
暮

公
共
施
設
調
査
特
別
委
員
会
を

�

設
置
し
ま
し
た
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一般質問

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

問
　
緊
急
小
口
資
金
・
総

合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付

の
申
請
等
の
現
状
は
。

答
　
月
を
追
う
ご
と
に
申

請
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、

自
立
相
談
支
援
プ
ラ
ン
を

た
て
、
チ
ャ
ン
ス
ワ
ー
ク

こ
な
ん
の
就
労
支
援
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

問
　
就
労
支
援「
伊
丹
モ

デ
ル
」を
実
施
し
て
は
。

答
　
市
独
自
の
就
労
支
援

を
は
じ
め
、
先
進
市
町
の

取
り
組
み
も
参
考
に
し
、

取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
取
組
に
つ
い
て

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
学
習
支
援
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
配
信
は
。

答
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
は
、
学
校
の

休
校
や
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
対
応
に
関
し
て
も
、

遠
隔
授
業
や
遠
隔
教
育
を

可
能
と
し
て
有
効
な
手
立

て
で
す
。
環
境
整
備
は
、

今
後
、
具
体
的
な
取
扱
い

方
針
を
定
め
ま
す
。

問
　
発
達
障
が
い
等
で
通

常
の
教
科
書
を
読
む
こ
と

が
困
難
な
児
童
生
徒
に

と
っ
て
有
効
な
★

マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

答
　
既
に
活
用
例
が
あ
り
、

今
後
、
特
別
支
援
教
育
に

有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
周

知
と
活
用
を
進
め
ま
す
。

問
　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
や

有
害
情
報
対
策
は
。

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を

付
加
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
事
故
防
止
に
最
大

限
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

★
文
字
や
音
声
、
画
像
を

同
時
に
再
生
で
き
る
録
音

図
書
で
す
。

慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

問
　
国
の
慰
労
金
支
給
等

の
対
象
か
ら
外
れ
た
業
種

（
保
育
園
・
学
童
保
育
所
・

整
骨
院
等
）に
市
独
自
の

慰
労
金
支
給
の
考
え
は
。

答
　
国
が
対
応
す
べ
き
も

の
と
考
え
、
国
・
県
へ
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

支援の手が行き届く湖南市に‼

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
現
状

問
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
。

答
　
検
査
体
制
に
は
帰
国

者
接
触
セ
ン
タ
ー
を
経
由

す
る
も
の
な
ど
、
５
つ
の

方
法
が
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
が
甲
賀
病
院
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
が
及
ぼ
す

湖
南
市
の
財
政
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
。

答
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
の
財
政
状
況
を
参
考
に

す
る
と
、
直
後
の
平
成
21

年
、
22
年
度
の
税
収
は
平

成
20
年
度
と
比
較
す
る
と

約
7
億
円
か
ら
9
億
円
の

減
収
。
平
年
モ
ー
ド
に
戻

る
に
は
数
年
か
か
っ
て
い

る
。
未
だ
終
息
が
見
え
ず

市
の
財
政
へ
の
影
響
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
上

に
厳
し
く
、
中
・
長
期
化

す
る
こ
と
も
見
込
み
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫

防
止
策

問
　
野
洲
川
の
草
木
除
去
、

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

は
。

答
　
流
れ
の
阻
害
物
を
除

去
す
る
樹
木
の
伐
採
お
よ

び
浚
渫
が
大
事
。
今
年
度
、

野
洲
川
の
石
部
大
橋
上
流

部
付
近
で
河
川
断
面
の
改

善
対
策
と
し
て
10
月
か
ら

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
保
護
・
育

成
に
関
す
る
今
年
度
の
取

り
組
み
は

答
　
７
月
に
策
定
委
員
会

を
開
き
計
画
素
案
を
協
議
。

自
生
地
保
護
事
業
は
、
枯

損
木
の
伐
倒
、
処
分
を
５

月
に
、
薬
剤
散
布
を
６
月

に
２
回
実
施
。
今
後
、
下

草
刈
り
を
２
回
、
落
ち
葉

掻
き
を
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
実
施
し
、
自
生
す
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
　
観
光
資
源
と
し
て
の

取
り
組
み
は
。

答
　
自
生
地
一
体
の
整
備

に
つ
い
て
、
草
の
根
ひ
ろ

ば
な
ど
を
活
用
し
、
観
光

資
源
と
し
て
活
用
で
き
る

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

新型コロナ終息へ
� PCR検査の徹底を

日本共産党湖南市議員団●立入　善治 議員
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コロナ前と比べて1品少ない

危険な思いで通学する子ども達

一般質問

三
密
に
な
ら
な
い
少
人
数

編
成
が
必
要
で
は
な
い
か

答
　
コ
ロ
ナ
禍
に
関
わ
ら

ず
、
学
級
定
数
の
見
直
し

は
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
要
望

し
て
い
ま
す
。
学
級
定
数

の
下
限
抵
触
の
撤
廃
（
１

学
級
20
人
以
下
で
も
可
と

す
る
）
を
文
部
科
学
省
へ

要
望
す
る
予
定
で
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
同
時
期
に
流
行

る
と
大
変
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
は
。

答
　
市
民
の
健
康
を
守
り

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、

県
の
助
成
対
象
に
額
を
上

乗
せ
し
て
65
歳
以
上
の
定

期
予
防
接
種
対
象
者
は
無

料
。
任
意
接
種
で
す
が
、

義
務
教
育
以
下
、
妊
婦
さ

ん
も
無
料
。
そ
の
他
、
高

校
１
年
生
か
ら
65
歳
未
満

の
人
に
は
千
円
補
助
を
出

し
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
来
年
度
以

降
の
方
針
は

答
　
現
在
の
指
定
管
理
者

が
替
わ
る
こ
と
な
く
引
き

続
き
、
指
定
管
理
で
の
運

営
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
保
護
者
役
員
の
負
担

と
な
る
経
理
事
務
な
ど
一

括
し
て
市
が
責
任
を
持
つ

手
立
て
が
出
来
な
い
か
。

答
　
保
護
者
負
担
が
重
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
括
は
難
し
い
で
す
が
、

各
学
童
保
育
所
か
ら
聞
き

取
り
を
し
て
ど
の
よ
う
な

方
向
性
が
よ
い
の
か
検
討

し
ま
す
。

給
食
食
材
を
地
産
地
消
で

問
　
市
内
産
、
県
内
産
の

食
材
の
使
用
率
は
。

答
　
お
米
や
味
噌
は
湖
南

市
産
を
使
用
。
野
菜
も
季

節
に
応
じ
て
使
用
。
市
内

産
が
約
12
％
、
県
内
産
が

約
33
％
で
す
。

少人数学級の実現を！
� 学校給食の充実を！

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

問
　
教
育
の
I
C
T
化
導

入
の
ね
ら
い
と
、
必
要
と

す
る
予
算
に
つ
い
て

答
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
な
ど
、
子
ど
も
の

在
宅
学
習（
テ
レ
ス
タ
デ
ィ
）

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、「
不
登

校
」
と
い
う
概
念
が
な
く

な
る
な
ど
の
教
育
改
革
が

実
現
す
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
総

予
算
は
４
億
３
４
６
万
８

０
０
０
円
。
国
か
ら
の
補

助
は
、
３
億
２
３
２
４
万

１
０
０
０
円
。
i
P
a
d

の
機
器
４
８
４
６
台
を
導

入
。
今
後
は
、
年
間
８
０

０
０
万
円
の
経
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
　
調
達
か
ら
運
用
ま
で

の
流
れ
の
全
体
像
は
。

答
　
配
線
工
事
の
工
期
は

２
月
末
。
ネ
ッ
ト
設
定
後
、

納
入
が
１
月
末
で
す
。

問
　
文
部
科
学
省
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
と
の
協
力

体
制
は
。

答
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
と
来

年
度
か
ら
日
常
的
な
教
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置

す
る
予
定
で
す
。

問
　
校
外
で
も
使
用
可
能

で
す
か
。

答
　
具
体
的
な
活
用
は
こ

れ
か
ら
の
検
討
で
す
が
、

遠
隔
授
業
や
遠
隔
教
育
は

有
効
な
手
立
て
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
道
宮
ヶ
谷
線
の
歩
道
確

保
に
つ
い
て

問
　
今
回
で
10
回
目
の
質

問
と
な
り
ま
す
。
小
学
校
、

中
学
校
、
石
部
高
校
な
ど

通
学
路
で
も
あ
る
幹
線
道

路
で
す
。
７
月
に
裁
判
も

終
わ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
今
後
の
歩
道
確
保
の

対
応
は
。

答
　
今
後
の
用
地
取
得
も

懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
量
調
査
を
実
施
し
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

未来を見据えた
� ICT教育について

無所属の会　市民の力●赤祖父　ゆみ 議員
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雑木でおおわれた広野川

一般質問

問
　
付
帯
決
議
に
対
す
る

返
答
か
ら
半
年
。
未
解
決

の
事
項
に
つ
い
て
聞
く
。

本
市
財
政
へ
の
配
慮
は
。

答
　
工
法
や
外
壁
仕
上
げ

材
を
変
更
し
、
工
事
費
約

９
百
万
円
の
削
減
を
行
い

ま
し
た
。

問
　
防
災
拠
点
機
能
の
確

保
で
対
応
出
来
た
事
は
。

答
　
間
仕
切
り
を
無
く
し

避
難
者
受
入
れ
の
拡
大
、

自
立
電
源
の
確
保
を
計
画

し
ま
し
た
。

問
　
他
に
も
地
盤
の
嵩
上

げ
、
野
洲
川
等
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

要

望
な
ど
の
努
力
も
あ
り
一

定
の
努
力
が
み
ら
れ
る
と

感
じ
る
。
西
庁
舎
や
周
辺

施
設
の
在
り
方
は
。

答
　
８
月
に
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
を

開
催
、
個
別
施
設
計
画
の

策
定
に
向
け
て
取
組
状
況

や
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

問
　
副
市
長
自
ら
が
石
部

地
域
の
声
を
聞
く
と
言
わ

れ
た
。
大
切
な
の
は
そ
の

意
見
が
反
映
出
来
た
か
で

あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

延
長
は
何
の
た
め
に
認
め

て
き
た
と
思
う
の
か
。

答
　
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
保
全
債
を
有
効
活
用
出

来
る
よ
う
進
め
て
き
ま
し

た
。
期
間
延
長
に
よ
り
意

見
に
対
し
検
討
、
調
整
が

出
来
た
と
考
え
ま
す
。

問
　
出
来
て
い
な
い
。
延

長
は
業
務
の
遅
れ
を
助
け

た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
市

民
へ
の
周
知
は
。

答
　
実
施
設
計
概
要
な
ど

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。

問
　
完
了
の
実
施
設
計
を

広
報
す
る
こ
と
が
丁
寧
に

実
施
と
い
え
る
の
か
。
そ

れ
ま
で
に
市
民
の
理
解
を

得
る
行
動
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。
実
施
設
計
に
対
す

る
市
長
の
評
価
は
。

答
　
各
意
見
を
反
映
し
、

防
災
の
拠
点
、
環
境
機
能

充
実
、
市
民
活
動
の
拠
点

と
し
て
市
に
必
要
な
も
の

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

複合庁舎整備実施設計に
� 対する評価を問う

自民誠心会●菅沼　利紀議員

問
　
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

お
こ
る
子
供
へ
の
虐
待
に

つ
い
て
は
。

答
　
過
去
の
同
時
期
と
比

較
す
る
と
、
感
染
症
が
特

別
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言

う
事
は
考
え
に
く
い
状
況

で
す
。

問
　
財
政
面
に
お
い
て
今

後
の
対
応
や
考
え
は
。

答
　
さ
ら
な
る
感
染
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
中
に
お
い

て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
上
の
経
済
悪
化
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
財
政
運
営
を

進
め
る
上
に
お
い
て
、
第

一
に
考
え
る
こ
と
は
「
市

民
の
生
命
及
び
健
康
を
保

護
す
る
こ
と
」
で
す
。
併

せ
て
自
然
災
害
な
ど
に
た

い
し
て
も
備
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
財

政
調
整
基
金
も
一
定
確
保

し
な
け
れ
が
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
今
後
の
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
を
今
ま
で
以
上

に
必
要
な
と
こ
ろ
に
配
分

し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
道
路
や
河
川
の
雑

草
除
去
に
つ
い
て

答
　
今
ま
で
に
も
答
弁
し

て
い
る
通
り
、
国
道
に
関

し
て
は
年
に
一
度
、
県
道

に
関
し
て
は
年
に
二
度
清

掃
し
て
ま
す
。

問
　
東
寺
地
域
の
広
野
川

は
、
６
年
前
の
18
号
台
風

以
来
除
草
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
な
い
が
市
内
に
は
同

様
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
が
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
。

答
　
一
級
河
川
に
お
い
て

は
、
県
の
管
轄
で
あ
る
た

め
、
市
と
し
て
は
、
県
へ

の
要
望
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

新型コロナウイルス禍における
� 取組について

自民誠心会●小林　義典 議員
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〈議会広報委員会〉

左から　奥村幹郎委員　桑原田美知子委員　植中　都議長
　　　　小林義典委員長  松井圭子副委員長  赤祖父裕美委員
　　　　藤川みゆき委員

【７月】

【８月】

【９月】

【10月】

 ６日―甲賀広域行政組合議会臨時議会
  　　議会運営委員会
 ７日―議会広報委員会
13日―議会広報委員会
15日―決算常任委員会
16日―産業経済常任委員会
  　　総務常任委員会
17日―福祉教育常任委員会
21日―議会運営委員会
  　　議員全員協議会
28日―７月議会臨時会本会議
 ３日―産業経済常任委員会
 ４日―市民と議会の懇談会（総務常任委員会）
 ６日―市民と議会の懇談会（産業経済常任委員会）
 ７日―福祉教育常任委員会
11日―総務常任委員会
25日―議員全員協議会
  　　庁舎整備特別委員会
27日―市民と議会の懇談会（福祉教育常任委員会）
28日―議会運営委員会
  　　議会広報委員会
 １日―議員全員協議会
  　　本会議［定例会（１日目）］
  　　総務常任委員会
 ８日―本会議［定例会（２日目）］
 ９日―本会議［定例会（３日目）］
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
10日―本会議［定例会（４日目）］
  　　決算常任委員会
11日―決算常任委員会
14日―決算常任委員会
15日―決算常任委員会
16日―予算常任委員会
  　　総務常任委員会
17日―福祉教育常任委員会
  　　産業経済常任委員会
23日―福祉教育常任委員会
25日―議会改革推進特別委員会
29日―本会議［定例会（５日目）］
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
30日―議会広報委員会
 1日―甲賀広域行政組合議会定例会
 2日―公立甲賀病院組合議会定例会

会 誌議 日

編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
意
識

し
な
が
ら
、
こ
の
秋
は
小
中
学
校
の

運
動
会
を
各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
に
よ
っ

て
は
学
年
別
の
交
代
制
に
し
た
り
、

観
覧
さ
れ
る
保
護
者
の
方
の
人
数
制

限
を
し
て
密
に
な
ら
な
い
様
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て

皆
で
揃
っ
て
運
動
会
が
開
催
で
き
る

日
が
一
日
で
も
早
く
訪
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
に
近
づ
き
、
気
候

も
更
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
充

分
な
栄
養
を
取
り
、
体
力
を
つ
け
て

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
免
疫
力
を
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

議
会
広
報
委
員
　
藤
川
み
ゆ
き

開会 12月1日（火） 閉会 12月22日（火）
令和２年12月議会定例会の仮日程をお知らせします

本会議は新型コロナウイルス感染防止対策にご協力いた
だいた上で、どなたでも傍聴できます。委員会の傍聴につ
いては、開催場所により、出来ない場合もありますので、
事前に事務局へお問い合わせください。
◇傍聴席では…
議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。
◇傍聴の申し込みは…
会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は、前もって議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、
11月下旬に議事課☎0748-71-2347へお問い合わせくだ�
さい。

　感染症予防のため、人との間隔を
あけて編集作業をしています。

＜仮日程＞
12月� １日（火） ■本会議　提案説明
12月� ８日（火） ■本会議　代表質問
12月� ９日（水） ■本会議　代表質問
　　　　　　　�一般質問
12月10日（木） ■本会議　一般質問
　　　　　　�議案質疑　●委員会
12月11日（金） ●委員会

12月14日（月） ●委員会
12月15日（火） ●委員会
12月16日（水） ●委員会
12月22日（火） �■本会議
�  委員長報告、
�  議案質疑

議会だよりをスマホでチェック
「湖南市議会だより」をより多くの人に見ていた
だくために、スマートフォン向けアプリ「マチイ
ロ」に掲載しています。アプリをダウンロードす
れば、いつでもどこでも見ることができます。

本会議のインターネット中継を行っています
※過去の本会議や一般質問の動画もご確認いただけます。

湖南市議会

湖南市議会だより 20


